
現在地案に市民の声を
　私たちは、新築移転について「市民不在
で決めないでほしい」、「市民の声を聞いて
ほしい」という５万人の市民の声をしっか
り受け止めて、現在地案についても市民の
声を反映するようにと主張してきました。
　ところが、現在地案の検討が進むなか
で、「本庁舎の耐震改修と一部増築」といっ
た具体的な案が出されました。私たちは、
①現在地案が具体的なものになればなるほ
ど、市民の声が十分に反映されなくなって
しまうこと、②その結果、どちらの案にも
賛成できない市民は住民投票に参加できな
くなること、③これは、５万人もの署名に
込められた市民の思いに反することにな
る、という態度で条例案の審議に臨んでき
ました。

　この約６ヵ月間の条例検討会での議論で
は、最後までこの立場を貫いて、現在地案
を市民の意見を聞かないまま「固定化」す
ることがないように主張してきました。そ
して、最終的に「住民投票後、パブリック
コメントをおこない、市民の声を聞き、必
要な見直しをする」ことを提案し、本会議
での住民投票条例案の提案説明や２つの選
択肢の広報に入れることを全会一致で確認
させることができました。

　住民投票は、「旧市立病院跡地への新築
移転に賛成」と「現本庁舎の耐震改修及び
一部増築に賛成」の選択肢でおこなわれま
す。どちらの案も住民投票後、市民の声を
反映させたものに変えることができます。
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みなさんのご感想・ご要望をお寄せください。
（ウラ面もお読みください。） 

　３月22日閉会した鳥取市議会２月議会
で、市庁舎整備に関する住民投票条例案が
全会一致で可決されました。
　私たち市議団は、議会で市民の暮らしや
雇用が深刻なとき、市庁舎の新築移転に多
額の税金を使うのではなく、市民の暮らし
を守るため「市庁舎対策は耐震改修で」と
主張してきました。
　その後、市民の中に新築移転反対の声が
広がり、昨年８月には「市庁舎新築移転を
問う市民の会」から５万人の署名と共に住
民投票条例案が出されました。
　しかし、議会は条例案を否決しました
が、５万人の署名を重く受け止め、９月議
会では市民に判断を委ねる住民投票の実施
を全会一致で決めました。

市庁舎新築移転を問う住民投票（５月20日）

※期日前投票所
　福祉文化会館、各総合支所などに加え、イオンモール鳥取北に
設置

※中山間地域を対象に、期日前投票所と地域を往復する無料バス
を運行。　（詳細は、市報5月号にて）

期日前投票期間　　
　　　　　

　５月12日（土）～
19日（土）

５万人の署名が議会を動かした



住民投票後、パブリックコメントなどで市民の声を反映させ、必要な見直しをおこないます。

　　　　住民投票に関する予算の提案
　一般会計補正予算では住民投票にかかる予算として約5,700万円が計上されました。その
うち約610万円が、新聞広告などの広報費用やホームページ開設費、期日前投票のための無
料送迎バスの運行費用となっています。
　広報のやり方について、私たち市議団は次の３点を住民投票条例検討会で提案しました。

　①　住民投票後、パブリックコメントなどをおこない、市民の声を反映させて必要な見
直しをおこなうこと。

　②　①のことを住民投票条例案の提案説明のなかで述べること。
　③　市当局および議会がおこなう広報に①のことを入れること。

　そして、以上３点は全会一致で確認されました。
　ところが、４月９日の臨時議会の時点において、翌日10日に出される新聞広告には記述
されない、その後の広報にも入らないということが明らかになりました。

議会の意思を反映しない広報はおかしい !
　２月議会で、角谷議員は住民投票条例案12条を示し、広報について「議会とどういう情
報を出すべきかを協議すべきではないか」と市長に質問しました。
　これに対し、市長は「住民投票の実施に当たっては、議会と執行部で意見交換や話し合い
を通じて、お互いが意思疎通を図ることは必要だと考えており、この条例案が適正に執行さ
れるようにしていかなければならないと考えている」と答えています。にもかかわらず、議
会の意思がまったく反映されない広報になっていることは許されません。

　住民投票の実施は、全会一致で進めてきたことです。そのために、住民投票条例検討会は
多数決ではなく、全会一致を前提にして議論を重ねてきました。
　その経過を無視し、「住民投票後、パブリックコメントなどをおこない、市民の声を反映
させて必要な見直しをおこなう」ということが広報に記述されない以上、補正予算案に反対
せざるを得ませんでした。

４月９日臨時
議会住宅リフォーム助成 

制度ができました！
　今年度から個人住宅の小規模リフォー
ムに対する助成制度が始まります。これ
は、私たち市議団の公約の一つでもあ
り、会派要望や一般質問でも取り上げて
きました。そして、今年２月には住宅リ
フォーム助成制度の先進地である滋賀県
近江八幡市で取り組みの現状を視察して
きました。

希望者には補正予算を
組んで対応を

　本市では応募件数が多数の場合は抽選
となっています。２月議会の予算特別委
員会では、伊藤幾子議員が希望者全員が
利用できるよう補正予算を組んでの対応
を求め、担当部長は検討すると答えまし
た。
　住宅リフォーム助成制度は市民サービ
スの向上だけではなく、地元業者の仕事
おこしにもなり、地域経済の活性化につ
ながります。市民と業者の双方にとって
使いやすいものになるよう、ひきつづき
取り組みます。

　　　　【問い合わせ先】
　　　　　　都市整備部　建築住宅課
　　　　　　　☎ 0857-20-3291


